
Q．ミスする A．間違えること。「ミステイク」を短くしています。

「 日本語」講座開催のご案内
「やさしい日本語」とは

①日本人が外国人に対して使う日本語

②外国人が理解しやすいよう、配慮の加わった日本語

のことです。

＜実際にやってみましょう！＞

①あなたなら次の日本語をどんな「やさしい日本語」に変えますか？

A．「わたしは、神戸に住んでいます。」

Q．わたくしは神戸に住んでおります。 ↓ 伝わらなければ

「わたしの家は、神戸です。」

※住んでいますという動詞の活用があるものより、

「 は、 です」のほうがやさしいです。

②あなたなら次の言葉を外国人に説明する時どのように伝えますか？

※外国人はこのような英語を短くしたカタカナ語（和製英語）はわかりません。

このようなことを、神戸 YWCA 学院の福井講師をお招きして、わかりやすくお話し

していただきます。実際に外国人の方を相手にワークショップも行います。学校に転校

してきた外国人の生徒や家族、またはご近所の外国人の方々とのコミュニケーションが

スムーズになればトラブルも防げるのではないでしょうか。

大切なのは、ちょっとした工夫と相手を思いやるやさしい心です。

参加申し込み

日本人が学ぶ

日 時 ： ６月 11 日（土）13:00～15:00

場 所 ： 子ども多文化共生センター

（芦屋市新浜町 1-2 県立国際高等学校内）
※当日会場が変わる場合があります。

講 師 ： 福井 武司氏

内 容 ： 前半は講義・後半はワークショップ形式

参加費 ： 無料

講師プロフィール ： 神戸 YWCA 学院主任講師

関西学院大学非常勤講師

神戸山手大学非常勤講師
【問い合わせ・申し込み先】

兵庫県教育委員会 子ども多文化共生センター

FAX または電話・E-mail にてお申し込みください。（当日参加も可能です。）

〒659-0031 芦屋市新浜町 1-2

TEL 0797-35-4537(安立まで)／FAX 0797-35-4538／E-mail mc-center@hyogo-c.ed.jp

ミス？

※この事業は、神戸ＹＷＣＡの文化庁委託事業「生活者としての外国人のための日本語教育事業」の

「やさしい日本語」普及活動を活用しています。



「やさしい日本語」講座

参加申込書

ふりがな

お 名 前

所 属

電話番号

<お申し込み・お問い合わせ>

子ども多文化共生センター

〒659-0031 芦屋市新浜町 1-2（県立国際高等学校内）

TEL 0797-35-4537(安立まで) FAX 0797-35-4538

E-mail mc-center@hyogo-c.ed.jp

※当日参加も可能です。

兵庫県教育委員会 子ども多文化共生センター FAX 0797-35-4538

【会場アクセス】

子ども多文化共生センター

〒659-0031

芦屋市新浜町１－２（県立国際高等学校内）

●阪神「打出」駅から南に徒歩 15 分

または

●阪神「芦屋」駅から阪急バス「芦屋営業所前」

下車すぐ
































